
また、「顕微鏡的血尿」は自覚症状がないため軽視されがちです

が、精密検査によって重大な病気が見つかることもあります。特に

40 歳以上の方、喫煙歴のある方、繰り返し血尿を指摘されている

方では、尿路上皮癌の可能性も考慮する必要があります。 

泌尿器科では、まず尿検査や尿細胞診を行い、必要に応じて超音

波検査、CT 検査、膀胱鏡検査などを組み合わせて原因を詳しく調

べます。膀胱鏡検査は細い内視鏡を用いて膀胱内を直接観察する検

査で、膀胱がんの早期発見に非常に有用です。 

血尿の原因はさまざまですが、早期に発見することで治療につな

がる病気も多くあります。「痛みがないから大丈夫」と自己判断せ

ず、血尿を認めた場合や健康診断で血尿を指摘された場合には、早

めに泌尿器科を受診しましょう。気になる症状がある方は、お気軽

に当院泌尿器科までご相談ください。 
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病院理念 

日差しが一段と強くなり、いよいよ夏本番を迎える季節とな

りました。皆様お変わりありませんか。 

今月号もお読みいただきありがとうございます。 

今回は、当院の正面玄関を入って右側に飾られている季節の

生花を紹介します。 

当院では、花屋さんに週に１度、新しい花を生けて頂いてお

ります。春には桜、初夏にはカーネーションなど、瑞々しい季

節の花々は、室内にいても豊かな四季を肌で感じさせてくれま

す。この美しい生花が、皆様の心にひとときの安らぎと彩りを

届けてくれることを願っております。 

本格的な暑さが始まりますが、どうぞご自愛くださいませ。 

 梅雨の合間に夏の気配を感じる季節となりました。皆さまには日頃より当院

の医療活動にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

暑さが厳しくなるこれからの時期は、熱中症や体調不良に十分ご注意いただ

くことが大切です。どうぞ無理のないようお過ごしいただき、体調に不安を感

じた際には遠慮なくご相談ください。 

当院はこれからも、地域の皆さまに寄り添い、安心して頼っていただける医

療の提供に努めてまいります。 

例年、春から夏にかけて蜂に刺されて外来受診される方が増えてきます。 

蜂刺されでよく見られるのは体が大きく黒とオレンジ色が特徴のスズメバチ、少し

小さめで黄色のアシナガバチ、そして体が小さく丸みを持ったミツバチの 3 種類が

多いようです。蜂の毒によって主に刺されたところの痒みや腫れ、赤み、痛みなど

が出てきます。しかし、時によっては「アナフィラキシーショック」と呼ばれる重

篤な全身症状が出ることがあり、生命に危機を及ぼすことがあります。全身の蕁麻

疹のほかに血圧が急激に下がる、息が苦しくなる、ロがしびれる、吐き気がするな

どいろいろな症状が数分から 30 分以内にいくつかが同時に発症し、特にスズメバ

チに刺された場合には注意が必要です。程度にも個人差があり、もともとアレルギ

ー体質の方や以前に蜂に刺されたことがある方は要注意です。 

 

副院長（兼）看護部長  胡 美恵 

ショックが強ければエピネフリンという血圧を上げる薬を使わないと救命でき

ないことがあり、最近ではいざという時のためにエピペンという注射薬の処方が

可能になりました。仕事がら蜂によく刺されやすい環境であったり、山奧や遠距

離ですぐに病院にかけつけることができない方は、その場で注射をすることによ

って応急的に時間稼ぎができる場合がありますので緊急用に持参しておくことを

おすすめしています。いずれにしましても蜂に刺された場合、可能であれば速や

かに近くのクリニックや病院の受診をお願い致します。 

 緩和ケア外科 主任部長（兼）外科部長 西本 直樹 

尿に血が混じる「血尿」は、泌尿器科でよくみられる症状のひとつです。尿が赤色や褐色に見える「肉

眼的血尿」のほか、見た目には異常がなく、健康診断や人間ドックの尿検査で初めて指摘される「顕微鏡

的血尿」もあります。 

血尿が出ると驚かれる方も多い一方で、「痛みがないから様子を見よう」「一度だけだから大丈夫」と受

診をためらうケースも少なくありません。しかし、血尿は腎臓、尿管、膀胱、前立腺、尿道など尿の通り

道に何らかの異常が起きているサインであり、原因を調べることが重要です。 

原因としては、膀胱炎や腎盂腎炎などの尿路感染症、尿路結石、前立腺肥大症など比較的頻度の高い病

気があります。特に尿路結石では、突然の強い腰痛や腹痛を伴うことがあります。一方で、痛みを伴わな

い血尿の場合には注意が必要です。膀胱がん、腎盂・尿管がんなどの尿路上皮癌、腎がんといった悪性腫

瘍が隠れていることがあるためです。 

 

泌尿器科 非常勤医師 行廣 和真 

「血尿」に気づいたら早めの受診

を 

 

※７月より行廣和真先生→岩根亨輔先生に変更になりました 

 

蜂刺されについて 

 

 



 

大切なのは、現在の身長だけでなく、毎年どのくらい身長が伸びているかを確認する

ことです。成長曲線のカーブが以前より下がってきたり、身長の伸びが急に悪くなった

りした場合には注意が必要です。 

 ご家庭でも定期的に身長を測り、母子手帳や成長曲線に記録しておくことをおすすめ

します。記録があると、受診時に成長の様子をより正確に評価することができます。 

 お子さんの成長について気になることがありましたら、お気軽に小児科へご相談くだ

さい。 

 

   

熱中症に注意 

夏が近づき、段々と暑くなってきています。 

近年は温暖化の影響もあり暑さが厳しくなっており、昨年 8 月には安芸太田町で 40.0℃が観測されまし

た。この時期になると連日のように熱中症への注意喚起が行われています。 

「熱中症」は1995年から厚生労働省の指針で使用されるようになった言葉です。それ以前は日射病や熱射

病などと呼ばれていましたが、夏の気温上昇に伴い屋内で発症するケースも増えたため、さまざまな暑熱障害

をまとめて熱中症と呼ぶようになりました。 

熱中症は重症度によってⅠ度からⅢ度に分類されます。Ⅰ度ではめまいや立ちくらみ、筋肉痛、こむら返り

などがみられますが、意識障害はありません。一方、Ⅲ度になると高度の高体温や意識障害、けいれんなどを

認め、中枢神経や肝臓、腎臓、血液にも障害をきたし、命に関わります。 

熱中症というと高熱のイメージがありますが、Ⅰ度程度の熱中症では体温はそこまで上がりません。一方で

Ⅲ度まで進行し 40℃を超えるような高熱を伴う場合は、体温調節機能が破綻した重症の状態である可能性が

あります。特に高齢者では大量の発汗を伴わないことも多く、本人も周囲も気付きにくいため注意が必要で

す。 

発症した場合は水分補給（F luid）、冷却（I cing）、涼しいところでの安静（R est）、救急要請（E 

mergency）の頭文字をとったFIREが初期対応となります。熱中症では汗とともに塩分も失われるため、水だ

けでなく経口補水液やスポーツドリンクの利用が望ましいとされています。ただしスポーツドリンクには糖分

が多く含まれているため、糖尿病の方は摂り過ぎに注意しましょう。発症を予防するためには積極的に飲水を

行い、日中はなるべく出歩かず、涼しい室内で過ごすようにしましょう。 

水分に関しては腎不全や心不全などで飲水量に制限がある方でなければ、少なくとも 1日 1.２Lの摂取が必

要と言われています。また、人の腸管が一度に吸収できる水分量には限りがあるので、水分摂取は少しずつ頻

回に行った方が効率的です。 

ご高齢の方は喉の渇きを感じにくく、脱水になっていても自覚がないことがあります。 

また夜間トイレに行きたくないなどの理由で飲水を避ける方もいらっしゃいます。 

夜間頻尿が気になる場合は夕食後〜就寝前の水分補給は控えめにし、起床時〜夕食時にかけて 1 日の必要水

分量を確保する方法も有効です（特に起床時、入浴後はしっかり摂るようにしましょう）。コップ 1 杯の飲水

でも負担に感じるようなら 50〜100mL ずつ、30〜60 分ごとでも良いと思います。大きいコップだと心理

的負担も大きくなる方もいるので、小さい湯のみにするなど容器への工夫が奏功することもあります。飲む時

間と量を決めて、口渇の有無に関わらず水分を摂取する習慣をつけると良いでしょう。 

なお、カフェインの入った緑茶やコーヒー、紅茶などは禁止されるものではありませんが、利尿作用がある

ため、特に夜間頻尿に悩まれている方は避けた方が無難でしょう。 

室温に関しては 28 度くらいが良いと言われていますが、クーラーの設定温度と実際の室温には乖離があり

ます。皮膚感覚をあてにせず、室温計を使いながらクーラーの設定温度を調整しましょう。湿度が高い時には

除湿機能を使うことも有効です。しっかりと対策して熱中症にならないよう気をつけましょう。 

内視鏡内科 部長 大谷 一郎 

中には「先生、何もしていないのに痛くなりました」という方もおられます。しかし、よくお話を聞いてみる

と、庭の草取りを数時間頑張ったり、お孫さんを抱っこしたり、地域の清掃活動に参加したりと、意外と腰はし

っかり働いています。 

腰は体を支える大切な部分ですが、残念ながら新品の部品に交換することはできません。長年使い続けている

と、筋肉や関節、椎間板には少しずつ年齢相応の変化が現れます。これは髪が白くなったり、老眼が進んだりす

るのと同じで、誰にでも起こる自然な変化です。 

診察室では「気持ちは二十歳なんだけどなあ」と返されることがあります。気持ちが若いのは素晴らしいことで

すが体は正直で、無理をしてはかえって悪化する場合もあります。 

腰痛の原因も多岐にわたる原因がありそれぞれに対して治療法が異なります。特に椎体骨折の場合は早期発見早

期治療が大切です。当院では骨粗鬆症治療にも力を入れております。カルシウムやたんぱく質をしっかり摂り、適

度に日光を浴びて運動をすることで骨の健康維持につながりますが、骨密度の結果で薬による治療も開始します。 

腰痛は誰にでも起こりうる身近な症状であるので、痛みがあっても必要以上に恐れず、無理はせず、上手に付き

合っていくことが大切です。当院の整形外科外来でしっかりと症状に対して診断・治療を行っていき、いつまでも

健康で好きなことを続けていきましょう。 

 

 

 

腰痛と上手に付き合うために 

整形外科 医長 笹井 俊哉 

小児科 非常勤医師 武内 香菜子 

子どもの低身長について 

春の学校健診の結果を見て、「うちの子の身長は大丈夫かな？」と気になったことのある保護者の方もいらっ

しゃると思います。低身長とは、医学的には成長曲線上で－2SD未満の身長と定義され、同年齢・同性のお子さ

んのおよそ 100人に 2〜3人の割合でみられます。 

 身長が低いからといって、必ずしも病気というわけではありません。多くは体質によるもので、ご両親の身長

などの遺伝的要素も影響します。また、食事・睡眠・運動といった生活習慣も成長に大きく関わっており、十分

な栄養と睡眠、適度な運動を心がけることが健やかな成長につながります。 

 一方で、治療が必要な病気が隠れていることもあります。成長ホルモンが十分に分泌されない「成長ホルモン

分泌不全症」、甲状腺の病気、染色体の異常、腸の病気、心臓や腎臓の病気などが原因となることがあります。 

 

 

 整形外科の外来で最もよく聞く訴えは腰痛です。 

「朝、顔を洗おうとしたら痛くなった」 

「くしゃみをした瞬間にギクッときた」 

「重い物を持ったわけでもないのに腰が痛い」 

 

 


